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ヘルダーリンにおける
同時代の詩的表現
松浦恵美子
フリードリッヒ・ヘルダーリン（FriedrichHoLDERLIN）は、この世代に
(1) 
とっては世代体験とも言うべき大事件であったフランス革命を、最も多感
な十代の終りに体験している。彼が革命の勃発から数年間は共感を持って
(2) 
革命を見ていたという事実は、既に指摘されてきた。しかし、彼の詩作の
項点を極める後期の讃歌群においては、難解な文体や神話的表現が好んで
用いられている為、ヘルダーリンの政治的な関心はしばしば無視され、革
(3) 
命への熱狂も若い時期の一時的現象と見倣されてきた。だが、最近ヘルダ
ーリン研究者の聞では、彼が現実の政治にどの程度関係していたかについ
ては議論があるものの、晩年に至るまで、共和主義への共感を持ち続けてい
(4) 
たという点では、ほぼ意見の一致を見ていると言えよう。本稿ではへルダ
ーリンが、フランス革命に連動してゆく同時代の諸々の現象を如何に評価
し表現しているかを、彼が好んで用いる幾つかの主立つた詩的形象を中心
に考察する。
2 
ヘルダーリンは革命の前年の1788年から1793年まで、テューピンゲン大
学神学部に在学した。この時期には、革命に対する彼の積極的な関心を示
す幾つかの逸話が残されている。彼が同窓のへーゲル、シェリングらと「自
(5) 
由の木」を植え、その回りを踊ったという話は有名であるし、神学部内に
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革命的なクラブが結成され、ヘルダーリンもこれに所属していた事が伝え
(6) 
られている。この時期には「テューピンゲン讃歌」と呼ばれている讃歌が
創作の中心となるが、同時代を表わす詩的形象のうち、取り上げる程の表
現は殆どない。「カオス」（Chaos）等の恋意的でありふれた表現が僅かにあ
る程度である。これはこの時期の詩が、クロプシュトックやシューバルト
ら先人達の模倣の域を出ていない為である。
人類の進歩を体現するものとして、革命当初はドイツの知識人の多くに
歓迎され賞讃されたフランス革命も、革命派内部の権力抗争、テロル等、
革命が次第にその理念から逸脱し、混沌の度を深めてゆくにつれて、次第
に幻滅や恐怖の対象へと変ってゆく。若いヘルダーリンに大きな影響力を
持ったシラ一、クロプシュトッ夕、ヘルダーらのフランス革命観もそうし
た経過を辿った。ア一ドルフ・ベックは、生涯、共和主義的志向を持って
いたにせよ、ヘルダーリンもまた、 1794年頃、一時的にではあれ、フラン
(7) 
ス共和国の現実に幻滅したのではないかと言っているが、この推測は的を
得ていると思われる。へルダーリンと他のドイツの詩人たちの革命観、同
時代観を詳しく比較検討する事は、ここでは差し控えたい。しかし、へル
ダーリンがこの時期にヘルダーの影響を受けたのではないかと見られる痕
跡は認められる。 1794年、ヘルダーリンは友人ノイファー宛ての書簡の中
で、 1792年に出版されたヘルダーの rティトーンとアウロラ』 Thitonund 
Auroraの一節を引用している。ヘルダーはこの文の中で、人類の精神的
j固渇と新たな目覚めへの可能性について述べている。彼は「革命」（Revolu-
ti on）という言葉の本来の意味は、天体の運行を表わすものであると述べ、
地球の自転により生ビる昼夜の交代、地球の公転により生ピる四季の交代
という現象を描写している。そしてヘルダーは、 18世紀という野蛮な世紀
においては，，Revolution“という言葉が、如何に本来の意味から逸脱して用
いられているかを論ビ、フランスにおける革命の現状を糾弾している。そ
して人類の歴史的進歩は暴力的な革命ではなく、”Evolution"（展開）とい
ヘルダー リンにおける同時代の詩的表現
(8) 
う言葉が相応しい緩慢なものであるべきだと主張している。
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一方ヘルダーリンは、この時期以後取り組む『ヒュペーリオン』 Hyperion
の諸稿、特に『タリア断片』 ThaliaFragmentと『ヒュペーリオン』最章冬
稿において、ヘルダーが，，Evolution“と呼んだ人類の歴史的発展を、ヘル
ダ一同様に天体の運行として表現する試みをしている。 rタリア断片』の序
では、次の様に書かれている。
人聞が全体としても個としても、その一つの点（程度の差はあれ、純粋
な素朴さ）からもう一つの点（程度の差はあれ、完成された教養）へ移
ってゆく離心軌道は、その根本的な進路からすれば変らぬものである様
に思われる。（Bd.3, S.163) 
ここでヘルダーリンは、天体の運行を「離心軌道」と表現している。彼は
テューピンゲン大学時代に天文学をも学んでおり、同郷人である天文学者
ヨハネス・ケプラーに寄せる詩『ケプラー』 Keppler・を作っている。それ
故、惑星の描く楕円軌道及びそれに関するケプラーの法則を知っていた事
は間違いない。「離心軌道」とは、太陽を中心とし、その回りを廻る地球等
の惑星の描く楕円軌道の事である。
『ヒユベーリオン』最終稿では、「離心軌道」の代りに四季の形象が用い
られている。過去にあったとされる黄金時代、そして来たるべき新しい黄
金時代が、楕円軌道上の遠日点から近日点へ近づいてゆく「春」（Fr曲ling)
と表現され、同時代は軌道の中心、太陽から最も離れた遠日点付近、即ち
(9) 
冬と見倣される。
人間は老いて萎んで、しまったのではなかったか？ 一片の落葉の様に元
の幹に帰る術も無く、風のままに飛び巡り、やがては砂に埋って朽ちて
ゆくだけではないか。けれども人間の春は、やはり帰って来るのだ。
(Bd. 3, S. 51) 
22 
歴史の変転が、地球の公転により生じる四季の形象で表現される一方で、
同時代に生きる個人の心理状況は、地球の自転によって生ピる「夜」（Nacht)
で表わされる。しかし冬の時代にも、主人公ヒュベーリオンは幾人かの優
れた人物との友好を体験している。そして彼は、古代ギリシア時代にはあ
ったとされる黄金時代を生き生きと体験する。こうした友好の輝きは「光」
(1骨
(Licht）とされ、この友情が失なわれると再び「夜」に、その際の失意が
大きければ「真夜中」（Mitternacht）となる。
より良い時代、より美しい世界、それをあなたは探しておられるのです。
［……］アラパンダのうちにその世界の光は、二回目として現われましたO
ず、っと激しい熱い光でした。ですから、アラパンダが去った時、あなた
の魂は真夜中の様になったのです。（Bd.3,S,67) 
この様に最終稿では、人類の歴史的発展の中に同時代に生きる個人の心
理状況を組み込み、発想においてはヘルダーの影響を受けているとは言え、
より緊密にこれらの形象群を構成している。一見、極めて完結性の高い形
象群を用い、同時代が天体の運行という自然現象で表わされる事によって、
歴史の進歩は確かな歩みを保証されているかに見える。しかし、へルダー
リンの同時代観は決して楽観的なものではない。人類の歴史的進歩は希望
的要請に過ぎず、彼を取り囲んでいる厳しい現実が、天体の運行に関する
形象とはほとんど無関係に表現されている箇所も少なからずある。例えば
同時代においては、時聞が「地獄の河の様に濁って音も無く、荒涼たる無
為のままに流れてゆく」（Bd.3,S.104）と言われている。又、同時代に生き
る詩人たちは、「影たちの様に、無言で凍えてさ迷い歩いている」（Bd.3,
S.155）と、冥府に捕われた死者の霊として表現されている。或いは少数
ではあるが、同時代は「牢獄」（Kerker）とも表現されている。この小説の
舞台となっているギリシアの独立戦争が、フランスの革命戦争に模せられ
たものである事は自明の事となっているが、ヘルダーリンが革命の進展に
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対し批判的であった事は、戦争場面の描写にも読み取れる。特に解放軍で
あるはずの自分の部隊が、略奪を事とする野盗の群れに変身するのを見た
主人公の「盗賊団によって私の楽園を打ち立てようとしたのは、途方もな
い計画だった」（Bd.3, S.117）という嘆きに、革命への批判は端的に表わさ
れている。ヘルダーリンのフランス革命観は、少なくとも『ヒュベーリオ
ン』最終稿の段階では非常にネガティヴなものであり、革命の暴力的進展
を嫌悪する感情は、ヘルダーを始め、多くのドイツの同時代人たちと大差
ないのではないかという印象を与える。しかし同時に、ヘルダーリンが革
命の現実から目をそむけるのではなく、強い関心を抱いている事は、彼の
作品や書簡の中に容易に認められる。例えば『ボナパルテ』 Buonaparteや
その改稿の『遍く知られたる者に』 DemAllbekannten等の一連のナポレ
オン詩と言われる詩の中には、ナポレオンに対する賞讃の眼差しが読み取。I)
れる。或いは rドイツ人に寄す』 Andie Deutschenでヘルダーリンは、
おお、君たち善良な人々よ！ 我々もまた
行動に乏しく、思想は豊かなのだ！ (Bd.2, 1, S.9) 
と歌った後、自噛的に、思想から行動が生ビて来るのだろうかと問うてい
る。ヘルダーリンのこの様な発言は、ラデイカルで政治的なヘルダーリン
像と、観念的な美の世界の心酔者という両極的へルダーリン像を生み出す
、可能性を持っている。ユルゲン・シャルフシュヴェルトはヘルダーリンの
現実への関心を認めながらも、 1797年以後、ヘルダーリンは精神の革命を
自由
志向する様になったと言っている。シャルフシュヴェルトは、 1797年1月
10日付エーベル宛て書簡をその根拠のーっとしている。この中でへルダー
リンは、フランスで革命の現実に接し失望したエーベルを慰めて、「国家は
静かに成長すればする程、成熟に至った時はそれだけすばらしくなるので
す」（Bd.6,1, S.229）と言い、「私はそれまでの全てを恥ピ入らせてしまう
様な、未来の思想や観念の革命を信ビます」（向上）と言っている。この書
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筒からもわかる様に、ヘルダーリンの考え方には確かに観念的な要素があ
る。しかし注意せねばならないのは、ヘルダーリンにとって、文学や思想、
による人類の啓蒙か、現実における変革かという深刻な二者択一は必ずし
もなかったという事である。革命の激しい展開への恐怖から、革命の理念
にすら拒否反応を示す様になっていたドイツの同時代人の多くとは異なり、
ヘルダーリンは、現実の変革が共和主義の理念にふさわしい革命を実現す
る限りにおいて、現実の政治における体制の変革の可能性を肯定し、革命
戦争をも、必要悪として容認していたのである。高遁な理念も、現実の政
治の場では如何に醜悪に変質しうるかという事に、ヘルダーリンは革命の
初期の段階で気づいていたはずであった。にもかかわらずヘルダーリンは、
この様な理念を実現しうる革命の可能性を信ビていたのである。この点で
は確かにヘルダーリンは、ベルトーの言う様に、現実を冷徹に見通す事の
(13) 
できるリアリストではなかったと言う事が出来ょう。
3 
天体の運行に関する形象群に組み込まれていた「夜」は、『ヒュベーリオ
ン』以後、個人の心理状況を表わす詩的形象から同時代の形象へと転用さ
れる。だが、これは単なる車主用ではない。『ヒュベーリオン』最車冬稿にわい
て既に述べた様に、同時代は天体の運行に基づく形象群と、冥府ないしは
牢獄という表現とで表わされていたが、ここで「夜」という一つの詩的形
(14) 
象に統合されたのである。「夜」は単なる自然現象を越えた神話的奥行き
を持った表現となった。「光」は既に注闘で示した様に、神性の属性であ
る。同時代の形象としての「夜」は、「乏しき時代」（durftigeZeit）と言
われる様に、「光」の不在、即ち神性の欠如の表現である。ギリシア神話で
はヘシオドスの『神統記』 Theogonieにある様に、死、病い、災いを生み
(I日
出す源であり、又同時に光の母ともされる。「夜」は冥府の閣を表わし、
冥府そのものの表現ともなる。この様に、「夜」は古代ギリシア的伝統に繋
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がると共に、「アダムの罪以来、全人類にもたらされ、キリストによって次
0同
第に止揚される罪の時」であるとされる様に、キリスト教的伝統にも繋が
ってゆく。問時代を表わす詩的形象「夜」によって、ヘルダーリンは、キ
リスト教と古代ギリシアの神々の世界を一つに融合した、独自の壮大な神
話的空間を作り出している。例えば『唯一者』 DerEinzigeにおいては、
ヘルダーリンはキリストを指して、「汝ら（注．ギリシアの神々）の族の最
後の者」（Bd.2, 1, S.154）という様な、極めて大胆な表現をしている。
同時代の詩的形象「夜」が用いられる様になったのは1798年頃からであ
るが、これよりやや遅れて、ヘルダーリンは「荒野」（Wildnis) という詩
的形象で同時代を表現しでもいる。この形象も「夜」と同様、神性に関係
する表現である。但し、「夜」と「荒野」とでは、神性の種類、その表現が
異なっており、若干の注意が必要である。「夜」の場合、神性が「光」とし
て表現されている事は、既に述べた通りである。「光」は、かつて古代ギリ
シアに君臨していたとされる過去の神々の属性であり、同時代にあっては
これらの神々は不在であるから、同時代は「光」の不在、即ち「夜」と表
わされる。これに対し「荒野」の場合には、「光」の代りに「火」（Feuer)
という形象との関連が指摘される。「火」は「光」の過度な存在を意味する。
「夜」で表わされる同時代は、「光」の欠如ゆえ「乏しき時代」と言われる
のに対し、「荒野」においては「豊かさは熱い」（Bd.2, 1, S. 94）と言われ
ている。この様に、「光」の量という点に注目して「夜」と「荒野」とを比
較すれば、前者は「光」の欠如を、後者は「光」の過剰を意味するのであ
るから、この二つの形象は、全く正反対の状況を表わしているかに見える。
しかし実際には、「後」と「荒野」とで表わされている状況は同ーのもので
ある。いずれの場合にも、神々は人聞から遠く隔たった天上に住んでいて、
人間と直接的交渉は持っていない。天上の神々と人間とを隔てているもの
は、「夜」の場合には「夜」そのものである。「神々は［……］眼を聖なる
夜で覆い賜う」（Bd.2,1, S.48）と歌われている様に、夜に包まれて、人間
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は不可視の状況を強いられている。一方、「荒野」は、天に向ってむき出
しのまま晒されているかに見えるが、実は「雲」（Wolke）によって覆われ
ている。「雲の上には何があるのだ？ そして我々はどうなるのだ？」（Bd.
2, 1, S.55）と歌われている通り、天上の神々は、「雲」という遮蔽物によ
。引
って人間たちの眼からは隠されている。更に「光」と「火」とで表わされ
ているものは、単に量的な多少で区別されるだけではなく、質的な相違を
持っている。「光」は、天上に去ってしまった為、地上には不在の神々に属
するものであるのに対し、「火」は地上に現存すると見なされており、「光」
の神性とは明らかに異質のものである。又、「光」は天上の神々に属する
ゆえに肯定的に見倣されているのに対し、「火」で表わされるものは、「豊
かさ」（Reichtum）という一見肯定的な表現で表わされながらも、一方では、
「妬み深い雑草」（neidigesUnkraut）とも表現されている様に、天上の神々
とは似て非なるものである。地上におけるこの似非神性は、「夜」という
形象との関連では「巨人族」（Titanen）と表現されていたものである。『パ
ンと葡萄酒』 Brotund Weinには、ティターンたちが、酒神バッカスの恵
みたる葡萄酒の働きで封ビ込められている様が歌われている。
但し、「荒野」に跳梁するこの似非神性は、「創造者が戯れているのだ」
(Bd. 2, 1, S. 223）と歌われている事からも明らかな様に、天上の神々と全
く無縁で、完全な敵対関係にあるというわけではない。むしろこの表現か
らは、似非神性のはびこる同時代の状況が、肯定されているとまではゆか
ないにしても、黙認されているという印象を受ける。ここに我々は、ヘル
ダーリンの同時代に対する態度の微妙な変化を認めざるを得ない。 1799年
から1800年へかけて、即ち世紀の変り目を境に、ヘルダーリンの同時代観
が変化している事は、この箇所だけではなく他の詩にも読み取ることがで
きる。例えば『パンと葡萄酒』では、
神々は確かに生きている、
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しかし頭上の別の世界でだ。
無限に彼らは働き続けていて我々が生きているか否か、
殆ど関心を払っていない様だ、それ程神々は我々を労っているのだ。
(Bd.2, 1, S.93) 
と歌われている。神々の不在という同時代の状況は、一方的に否定される
べきものではなく、神々の労り、恵みによってもたらされた運命的、必然
的状況であると見倣される様になっている。更に驚くべき事だが、同時代
にわける天上の神々との避遁は、危険な事であるとさえ言われている。 1801
年には成立していたと見られる『ゲルマニア』 Germanienの第一節では、
そして汝らのもとへ、私にとっては余りにも親しい、過ぎ去った神々よ！
魂は後ろ向きに汝らのもとへ逃れることは許されないのだ。
というのは汝らの美しい御顔を見る事は、［……］致命的なのだ、
(Bd. 2, 1, S.149) 
と歌われている。『ヒュペーリオン』では、過去にあった黄金時代の到来、
回帰として切望され、又、例えば『あたかも祭りの日に…』Wiewenn am 
Feiertage…では「夜が明ける」（tagen）と表現されていた新しい時代の到
来、それと共に再来するであろう神々への思慕は、ここでは全く否定され
ている。性急に新しい時代の到来を待望する事が危険であるという思想は、
僅か二年しか離れていない1799年1月に、ホムブルクで弟宛てに書かれた
書簡の内容とは大きな距りがある。「自然がその活動の素材として自らを
献げている人間、自然が強力な動輪として、自然の無限の手＼§＿織の中に含ん
でいる人間［……］」（Bd.6, 1, S. 329）と言われている様に、歴史の進展を
促進する動輪（Triebrad）として、人為がかなり積極的に肯定されている。
しかし、世紀の変り目を境にして、人為の歴史への介入は疑問視され、詩
人は、向時代に生きる人間に定められた運命的状況ヘ、不本意ながら甘ん
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じてゆく傾向が認められる。ここにはどの様な原因が考えられるのか？
1799年、ヘルダーリンの故郷ヴュルテムベルクは危機的状況にあった。
民会を中心に改革運動が始まっていたが、ヴュルテムベルク大公との対立
が激化する過程で、フランス軍の支援の下に王制を倒し、シュワーベン共
和国を作ろうとする企ても始動していた。しかし、 1799年3月、フランス
軍が、ヴュルテムベルクに進攻して来た際、革命派を助けるという約束を
反古にしたので、この運動は挫折する。革命派への援助の約束は、ヴュル
テムベルク大公への外交的圧力として利用されたに過ぎなかったのである。
1799年11月には、大公は革命的な民会を解散し、 1800年1月に陰謀の容疑
者たちを逮捕するに至る。これでヴュルテムベルクにおける革命の可能性
(18) 
は潰えてしまった。ヘルダーリンが、この企てにどの程度関与していたか
が問題となるのであるが、直接的関与を示すものは残されてはいない。し
かし、 1799年、ヘルダーリンは「フランス軍が勝てば、もしかすると、我
我の祖国に変化があるかもしれません」（Bd.6,1, S.317）と母親に宛てて
書いており、この書簡から、ヘルダーリンは直接にはこの企てに関与して
いなかったにせよ、少くとも情報を与えられていた関知者（Mitwisser）で
世田
あったと解釈されている。現実の変革の可能性が失なわれてしまった事が、
表現上に見られる変化の重要な要因のーっとなっている事は間違いない。
更に別の要因として、ヘルダーリンが当時置かれていた、極めて不安定な
生活をも考慮に入れねばならない。ヘルダーリンの詩人としての活動は、
同時代人たちに正当に理解され評価されなかった事もあり、極めて制約さ
れたものであった。 1799年、ヘルダーリンは人文主義的雑誌『イドゥーナ』
Idunαを、自ら主宰して刊行する計画を立てていた。この企画は、彼の詩
人としての活動の場を築く為の最後の試みとも言えるものであったが、ゲ
ーテやシラーその他の著名な作家、哲学者らの協力が得られず、計画は挫
折する。その後、ヘルダーリンは生活の糧を得る為とは言え、心に染まぬ
家庭教師の職を求めて、 1801年、スイスのハウプトヴィル、 1802年にはフ
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ランスのボルドーへと転々とせねばならない状態であった。もはや人為で
は如何ともし難い閉塞的状況、これがヘルダーリンを取り巻く 18世紀末の
状況であった。こうした暗い時代の中で、 1801年フランスとオーストリア
の聞に締結されたリュネヴィルの和平は、少なくともその当初、ヘルダー
リンには、この平和が新しい時代を招来するきっかけとなるのではないか
という期待を抱かせた。 1801年1月頃の弟宛て書簡では、「［……］全てを
支配する共通の霊が全てに行き渡り、ドイツの心はその様な気候の下で、
この新しい平和の恵みの下で漸く花開く［……］」（Bd.6, 1, S.406）と書か
れている。しかしこの平和もまた、政治的駆け引きの結果に過ぎず、ヘル
ダーリンの望んだ最終的平和でも永続的平和で、もなかった事は、周知の通
りである。平和への待望も消え、同時代に対するへルダーリンの深い思い
入れと絶望とは、自ら『夜の歌』 Nachtges伽 geと名づけた九篇の詩の一
つ『ヒロン』 Chironに明らかである。ここで「好ましくなったり悪くな
ったり」（Bd.2, 1, S. 57）する日々の姿、この時代においては「誰も最上の
事を知らない」（向上）と歌われる。詩人にとって理解し難い歴史の歩み、
それを司る神々の仕業は、「神の鞭」（derStachel des Gottes）として愛
すると言われてはいるが、同時に「神的な不正」（gottlichesUnrecht) と
も言われており、以前には凡そ考えられぬ表現をへルダーリンは用いてい
る。人知を越えた時代の流れにヘルダーリンは翻弄され、もはや打つべき
手を持たない。すでに1802年には精神病の徴候が現われていたが、 1804年
に病状が悪化し、以後1807年から1843年に亡くなるまでの問、テューピン
ゲンの塔の中で、生ける屍として生き続けるのである。この様に、へルダ
ーリンの後半生は悲劇的なものではあったが、精神病は彼に二つの救いを
もたらした。一つは重荷となってきていた同時代への関わり＿ If"シュトゥ
ットガルト』 Stuttgartでは「夢」（Traum）と呼ばれている新時代の到来と
いう夢からの解放である。もう一つは、友人ジンクレーアと共に告発され、
彼同様投獄されるところであった「大逆事件」から、精神病を理由に免責
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担。）
された事であった。発病後のへルダーリンの詩は、平穏そのものであり、
同時代への言及はもはや無い。 1804年という年は、奇しくもナポレオンの
帝制の始まる年であり、共和制の最終的な死を意味する年であった。共和
主義の理念と共に生き、詩人としての生をこの年に終えたヘルダーリンは、
時代の申し子として生きたと言う事ができょう。
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